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nS の頂点のうち、 1xy 上にあるものを ),( nn yx とすると 

1nS の一辺の長さは、
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nxn ≧2 を、数学的帰納法により示す。 

1n のとき、 11 x であるから、 1
2

1 ≧x となり、成立。 

kn  のとき、 kxk ≧2 と仮定すると、①より 
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したがって、 1 kn のときも成立。以上により、 nxn ≧2 が示された。(証明終) 
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